
今
年
度
の
大
会
報
告
は
、
思
想
史
と
社
会
史
を
橋
渡
し
す
る

テ
ー
マ
で
構
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
筆
者
は
大
会
運
営
委
員
と

し
て
報
告
準
備
会
等
に
参
加
し
、
さ
ら
に
報
告
者
で
あ
る
網
野
善

彦
・
横
井
清
両
氏
の
参
加
に
つ
い
て
提
案
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

両
報
告
の
コ
メ
ン
ト
を
引
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
網
野
氏
に
依

頼
し
た
テ
ー
マ
「
社
会
史
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
は
、
か
ね
て
思

想
史
学
会
と
し
て
要
望
さ
れ
て
い
た
問
題
で
あ
る
。
現
在
歴
史
学

界
に
於
て
最
も
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
、
息
の
長
い
社
会
史
研
究
を
行
っ

て
こ
ら
れ
た
網
野
氏
に
思
想
史
へ
の
発
言
を
仰
ぐ
こ
と
は
最
も
時

宜
に
叶
っ
た
も
の
と
信
じ
る
。

さ
て
「
社
会
史
」
の
語
は
、
か
っ
て
大
正
時
代
と
く
に
一
九
一

八
年
米
騒
動
の
前
後
に
、
ド
イ
ツ
国
民
歴
史
学
派
等
か
ら
の
影
響

［
平
成
八
年
度
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
］
特
集
・
思
想
史
の
中
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
Ｉ
思
想
史
と
社
会
史
の
接
点

〈
コ
メ
ン
ー
ト
〉

網
野
・
横
井
報
告
へ
の
コ
メ
ン
ト

下
、
わ
が
国
の
経
済
学
・
歴
史
学
の
分
野
で
使
用
さ
れ
た
の
だ
が
、

マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
勃
興
に
よ
っ
て
こ
の
語
の
暖
昧
性
が
問
題
と
さ

れ
、
や
が
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
っ
た
。
こ
の
語
の
使

用
が
戦
後
復
活
し
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
戦
後
歴
史
学
に
於
て
余
り

の
階
級
理
論
や
経
済
史
一
辺
倒
へ
の
反
省
か
ら
、
純
粋
経
済
史
の

周
辺
の
問
題
を
扱
う
人
々
に
よ
っ
て
、
あ
え
て
こ
の
語
に
積
極
的

な
意
味
を
こ
め
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
以
来
の
こ
と
で
あ
る
。

従
っ
て
、
ご
く
乱
暴
に
割
切
っ
て
し
ま
え
ば
、
現
在
歴
史
学
界
で

使
用
さ
れ
る
「
社
会
史
」
の
語
は
、
教
条
的
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
に
於

る
異
端
分
子
蒐
子
）
に
よ
っ
て
意
図
的
に
拡
大
さ
れ
た
と
言
え

よ
う
。
こ
の
こ
と
は
必
ず
し
も
悪
い
意
味
で
述
べ
て
い
る
の
で
は

な
い
。

今
谷
明
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さ
て
網
野
氏
は
ほ
ぼ
戦
後
歴
史
学
界
の
全
期
間
を
通
じ
て
活
躍

し
て
こ
ら
れ
た
中
世
史
家
で
あ
り
、
東
寺
領
若
狭
太
良
庄
を
フ

ィ
ー
ル
ド
と
す
る
荘
園
史
研
究
を
自
己
の
立
脚
点
と
し
、
さ
ら
に

供
御
人
等
の
い
わ
ゆ
る
非
農
業
民
の
研
究
か
ら
天
皇
制
維
持
存
続

の
謎
に
迫
ろ
う
と
し
、
近
年
は
能
登
時
国
家
の
近
世
文
書
の
分
析

か
ら
、
広
く
前
近
代
を
通
ず
る
〃
民
衆
史
〃
の
視
点
で
学
界
の
内

外
に
於
て
幅
広
い
発
言
を
行
っ
て
お
ら
れ
る
。
本
日
の
報
告
は
、

中
世
に
於
る
「
無
縁
の
原
理
」
が
商
品
・
貨
幣
等
を
媒
介
と
す
る

経
済
活
動
と
深
い
関
係
を
有
す
る
と
い
う
視
角
を
手
が
か
り
に
、

中
世
の
宗
教
と
経
済
の
問
題
を
包
括
的
に
論
じ
よ
う
と
す
る
、
野

ざ
ん

心
的
か
つ
斬
新
な
報
告
で
あ
る
。
網
野
氏
は
中
世
の
貨
幣
・
資
本

が
、
「
神
物
」
「
仏
物
」
と
し
て
広
く
流
通
し
、
こ
れ
ら
の
預
托
業

務
も
、
多
く
寺
社
が
行
っ
て
き
た
点
に
注
目
す
る
。
そ
の
上
で
、

寺
社
の
修
造
事
業
に
従
事
す
る
勧
進
聖
や
上
人
と
呼
ば
れ
た
「
無

縁
」
の
人
々
に
よ
る
経
済
活
動
が
中
世
の
広
汎
な
「
資
本
主
義
」

的
発
展
を
支
え
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
以
上
は
、
マ
ル
ク
ス

主
義
者
を
自
称
す
る
網
野
氏
が
、
「
封
建
制
」
や
「
資
本
、
王
義
」

と
い
う
用
語
の
従
来
の
用
法
自
体
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
、
恐
ら

く
正
統
派
マ
ル
ク
ス
学
者
に
と
っ
て
は
衝
撃
的
な
内
容
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
問
題
の
設
定
が
野
心
的
な
だ
け
に
、
疑
問
点
も
な
い
訳

で
は
な
い
・
中
世
に
寺
社
が
行
っ
た
商
品
・
貨
幣
を
媒
介
と
す
る

経
済
活
動
と
、
近
代
に
於
て
会
社
が
行
う
経
済
活
動
の
、
ど
こ
が

ど
う
本
質
的
に
異
な
る
の
か
、
報
告
者
に
よ
る
厳
密
な
経
済
学
的

規
定
を
求
め
る
声
は
少
な
く
あ
る
ま
い
。
ま
た
中
世
に
於
る
仏

教
・
神
祗
思
想
で
は
そ
れ
ら
の
経
済
活
動
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ

れ
て
い
た
の
か
、
思
想
史
学
会
員
と
し
て
は
そ
の
辺
を
聞
き
た
い

と
な
す
向
き
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。

次
に
横
井
報
告
は
、
「
生
老
病
死
」
こ
と
に
死
の
問
題
を
中
世

史
の
立
場
か
ら
言
及
さ
れ
た
も
の
。
氏
は
代
表
作
『
中
世
民
衆
の

生
活
文
化
』
以
来
、
差
別
の
問
題
を
一
貫
し
て
内
在
的
に
追
求
し

て
こ
ら
れ
た
数
少
な
い
研
究
者
で
、
大
会
運
営
委
が
氏
に
期
待
し

た
の
も
、
余
人
を
以
て
は
替
え
難
い
氏
の
研
究
軌
跡
か
ら
す
る
発

言
で
あ
っ
た
。
氏
は
「
一
期
の
認
識
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
氏
自

ら
の
生
死
の
境
を
超
え
た
経
験
も
踏
ま
え
つ
つ
、
中
世
人
の
死
生

観
に
つ
い
て
蕊
蓄
を
傾
け
ら
れ
た
。
氏
は
上
田
三
四
二
氏
や
吉
田

満
氏
ら
の
最
近
の
著
作
に
現
わ
れ
た
現
代
人
の
死
生
観
を
紹
介
し
、

つ
い
で
史
料
的
限
界
が
厳
し
い
中
世
人
の
世
界
へ
と
入
っ
て
い
く
。

ま
ず
氏
が
注
目
す
る
の
は
、
故
萩
原
龍
夫
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ

た
『
熊
野
観
心
十
界
図
』
に
於
る
上
段
の
橋
上
の
群
像
図
で
あ
り
、

そ
れ
が
近
世
欧
州
に
於
て
描
か
れ
た
「
人
生
の
段
階
」
図
と
モ
チ
ー

フ
が
通
底
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
こ
れ
は
人
の
一
生
、
人
生
認

識
が
如
何
に
視
覚
的
に
行
わ
れ
て
い
た
か
を
示
す
一
つ
の
資
料
で

あ
る
。
続
い
て
氏
は
『
吾
妻
鏡
』
建
久
四
年
五
月
条
に
み
え
る
工

藤
景
光
の
述
懐
を
と
り
あ
げ
、
あ
る
鎌
倉
武
士
の
「
一
期
」
終
末
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の
自
覚
の
意
味
を
問
う
。
今
一
つ
の
史
料
は
三
宝
院
満
済
の
籠
童

禰
々
丸
が
瀕
死
の
床
で
満
済
に
吐
い
た
「
死
せ
む
か
な
う
」
と
い

う
語
で
あ
る
。
氏
は
、
景
光
の
述
懐
、
禰
々
丸
の
絶
叫
を
紹
介
し

な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
中
世
人
の
残
し
た
言
葉
を
ば
、
「
如
何
よ

う
な
形
の
、
如
何
よ
う
な
る
文
体
で
『
歴
史
叙
述
』
の
中
に
編
み

込
む
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
問
い
か
け
る
。

横
井
報
告
は
、
網
野
氏
の
立
場
で
も
あ
る
「
社
会
史
」
的
手
法

に
の
っ
と
り
、
絵
画
史
料
や
文
献
史
料
を
駆
使
し
て
中
世
人
の
精

神
世
界
の
一
端
に
迫
ろ
う
と
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
意
味
で
は
代

表
的
な
歴
史
学
の
方
法
と
い
え
よ
う
。
極
め
て
重
い
テ
ー
マ
を
わ

か
り
易
く
解
説
さ
れ
た
氏
の
手
ぎ
わ
に
敬
意
を
表
し
つ
つ
、
な
お

今
少
し
結
論
め
い
た
も
の
を
望
蜀
す
る
の
は
私
の
み
で
あ
ろ
う
か
。

（
横
浜
市
立
大
学
教
授
）
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